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1/30 以下に

上図で、91 ／ 2730 ＝ 1/30 の変形角になります。

木造建物の損傷を抑えるためには、変形角 (rad) を 1/30 以下

に保つことが重要です。

【1/30 変形時の状態】　大きな変位にも耐えて揺れを押えます。

ＱＴダンパーは建物の変形を 1/30 以下にすることを目的とし

ています。

■見てわかる明快な性能のＱＴダンパー

　ＱＴダンパーは、高減衰ゴムから

なる「ゴムチェーンダンパー」の

伸縮により建物の揺れを吸収します。

変位増幅機構のテコの作用により効率よく伸縮させることで、

高減衰ゴムの持つ優れた減衰性能を効果的に発揮させる特殊

構造になっています。
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■繰返しの揺れで 1/30 以下に保つことがポイントです

高減衰ゴムの伸縮を活用した独自の技術です

木造住宅の必需品
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ＱＴダンパーの制振性能により建物の揺れを５０％以上小さくします。

1/15 以下
1/30 以下

【ご存知ですか？最低基準としての建築基準法】

第一章　総則　第一条

　この法律は、建築物の敷地、構造、設備及び用途に関する

最低の基準を定めて、国民の生命、健康及び財産の保護を図り、

もつて公共の福祉の増進に資することを目的とする。 （抜粋）

　一度の震度６強から震度７の地震に対して、建物が倒壊や

崩壊しない程度の強さを意味しています。

　余震（繰返しの地震）に対しては既定が有りません。

余震による繰返しの揺れに対し「倒壊や崩壊しない」という

既定はありませんので、築基準法をクリアしているから大丈

夫と言うことにはなりません。

　倒壊を防ぐためには、一度の地震だけでなく、余震での繰

返しの揺れに対して、建物の変形角を 1/30 以下に保つ必要が

あります。

■基準法ギリギリの耐震性とは

【２階建新築物件での例】

②現行建築基準法の耐震性（剛性）を高めるだけでは
決して万全とは言えません。「耐震 + 制振」が効果的です。

＜新築２階建て＞概算設置費　　　使用台数は通常２～４台になります。

　　２階建て延べ床面積　　　【25 坪の例】　　    【40 坪の例】　   　【60 坪の例】

　　制振設計費　　　　　　　　100,000　　　　  100,000　　　　  100,000

　　ＱＴダンパー　　　  （2 台）360,000　 （３台）540,000　（４台）720,000

　　設置費　　　　　　　　　　100,000　　　　  100,000　　　  　150,000

       合計　　　　　　　　　　    560,000 円　　     740,000 円　　    970,000 円

①ＱＴダンパーを使用することで、大地震時での建物の
変形を半分以下にすることが出来ます。

「耐震 + 制振」が効果的です！

損傷が低減され震災後の補修費がＱＴダンパーが無い場合と比べて安くなります。

建築基準法は最低の基準を定めたものです。

建物の揺れを 50％以下に低減します。

　木造建物が地震動を受けると、柱と梁の接合部が損傷を受け緩みが生じます。

　木造建物は緩むことにより固有周期が伸びて、周期で１～２秒の「やや短周期地震動」

（キラーパルス）と共振してしまい、大きな揺れとなり倒壊に至ると言われています。

　ＱＴダンパーの持つ制振性能が建物の緩みを抑えて、キラーパルスとの共振を防止します。

無被害 一部被害 半壊 全壊 倒壊
ひ び 割 れ が
発生

外装材に若
干の剥離

居住機能の
喪失

現行法の耐震性 繰返しの揺れ

■繰返しの揺れに耐えられることがポイントです

【キラーパルスと共振現象】　　キラーパルスとの共振が木造住宅を倒壊に至らせます。

－ 1 － － 3 － － 4 －

上部構造評点 1FX 方向 1FY 方向
一般診断 1.70 1.60
精密診断 1.74 1.71

上部構造評点 1FX 方向 1FY 方向
一般診断 1.35 1.35
精密診断 1.00 1.25

【建物本体の耐震性】 【建物本体の耐震性】

共振

＜各方向のダンパー設置台数＞＜各方向のダンパー設置台数＞

繰返しの揺れで倒壊に

至ります。
（備考）
　使用台数は、建物自体の耐震性を基に
時刻歴応答解析法による制振設計を行い
算出します。
　　・通常１方向に１～２台使用します。

　耐震リフォームでは、耐震調査・補強
設計・基礎の補修補強等の費用が別途必
要になります。

現在の建築基準法で定める耐震基準より

アップグレードになります。
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